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研究成果の概要（和文）：リカートスケールの質問紙への回答を因子分析した結果、英語学習全般、リーディン
グ、スピーキング、リスニング、ライティングの全てのカテゴリーにおいて「動機づけ」に関わる因子が抽出さ
れた。特に英語学習全般に関する信条、ライティングに関する信条という2つのカテゴリーにおいては、動機づ
け因子の標準因子得点に基づく分散分析の結果から、上位群＞下位群の有意な関係が示され、英語熟達度上位者
の方が下位者よりも動機づけが強いことが確認された。このことから、EFL環境における英語学習においては学
習者の動機づけを図り、維持強化することが重要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study investigated Japanese university students' beliefs regarding 
learning English. Participants involved in this study were non-English-major university students 
studying at a public university.  The students answered  likert-scale questionnaires developed by 
the author, and the data obtained were computerized using factor analysis and ANOVA.  Factor 
analyses performed on the data showed that "motivation" was a factor that emerged in all the 
categories of beliefs: beliefs regarding (a) studying English in general,(b) reading, (c)speaking, 
(d)listening, and (d)writing. Further analyses using ANOVA showed that advanced-level students were 
highly motivated especially in the two following categories, (a) studying English in general and (d)
writing.  These results show that learners' motivation is the key to successful language teaching in
 an EFL environment.

研究分野：英語教育学、リーディング、学習者要因
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１．研究開始当初の背景 
言語学習信条(BALL)とは、言語はどのように

学習すべきか、また、言語学習はどのような

ものかという様な言語学習に関する考え方、

信念を指す用語である。BALLに関する研究

論文では、Horwitz（1987）がしばしば引用

され、そこで beliefs と呼ばれている概念は

言語学習観、信念、信条、確信、ビリーフ、

ビリーフス等の形で言及されている。学習者

が持つ BALLは、言語学習を管理する学習の

メタ認知的な支えであり、ある学習信条を持

つ英語学習者はその考え方に基づく学習方

法をとることが予想され、学習ストラテジー

の使用や言語学習に対する態度にも影響を

与える。故に、学習者の BALLを把握するこ

とは、学習者自身の自律学習にとどまらず教

室における外国語教育にとっても極めて重

要である。 

Horwitz（1987）は語学教師から聞き出した

BALL を基に、ESL 英語学習者用に 5 領域

（言語学習の適性・言語学習の難易度・言語

学習の性質・学習とコミュニケーションスト

ラテジー・動機）34 項目からなる質問紙

(BALLI)を作り、調査を行い、学習者は様々

な BALL を持っているが、教師と学習者の

BALLは必ずしも一致しないこと、BALLが

学習ストラテジーにも影響を与えているこ

と、等を指摘した。Wenden（1987）も成人

ESL 学習者を対象としたインタビュー調査

の分析から、学習者が各自の BALLに従った

学習行動をとっていることを指摘している。

また、読解の研究において、Barnett(1989)

は「最も有効だと考えるストラテジーを使用

していると思っている学生は、そのような方

略を使っていると考えていない学生たちよ

りも、より多くのことを理解している」と述

べ、ストラテジー使用と言語熟達度の間に関

係があることを指摘している。竹内(2003)は

日本人大学生を対象とした研究を行い、英語

力上位群の特徴として自らの学習ストラテ

ジーに関するメタ認知力が強いことを指摘

している。これらの結果から、BALLには学

習者によって違いがあり、学習環境や文化等

の影響を受けていることも考えられる。また、

BALLは言語学習ストラテジーにも影響を与

えており、言語熟達度や学習期間による違い

がある可能性も考えられる。そこで、本研究

においては、日本の EFL 環境での英語学習

者の BALL に関わる諸研究を進めてゆく際

に使用可能な日本人 EFL 学習者用質問紙の

開発を行い、開発した質問紙を用いて日本人

EFL 学習者の BALL の分析を実施する。英

語学習全般に関する BALL からスタートし、

リーディング、リスニング、スピーキング、

ライティングに関して順次研究を行う。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の 2点である。 

(1)日本人 EFL 学習者用に適した質問紙

(BALLI)の開発を行う。 

(2)日本人 EFL 学習者の言語学習信条と英語

熟達度との関係を明らかにする。 

 
３．研究の方法 

(1)対象者： 

①英語学習全般に関する信条(平成 25年度):   

 非英語専攻の大学 1年生 184名 
②リーディングに関する信条(平成 26年度)： 
 非英語専攻の大学 1年生 254 名 
③リスニングとスピーキングに関する信条  
 (平成 27 年度) 
 非英語専攻の大学 1年生 235 名 

④ライティングに関する信条(平成 28 年度) 

 非英語専攻の大学 1年生 257 名 

(2)質問紙の作成 

  Horwitz(1988)が開発した外国語学習者

用の 34 項目から成る言語学習信条に関する

BALLI の内容を検討し、日本人英語学習者に

対する質問項目として適切であると判断さ

れた項目に、筆者の英語教師としての経験に

基づく項目、大学１，２年生の自由記述に基

づく項目を追加し、5 段階尺度形式の日本語

の質問紙を各年度ごとに研究テーマに合わ

せて作成した。 



(3)調査の実施 

 通常の英語授業時間内に授業担当者が質

問紙を配布し回収した。 

(4)上位群・下位群への分類 

 各年度とも調査対象者を TOEIC IP テスト

の得点に基づき、中央値を目安として、上位

群・下位群の 2群に分類した。 

 (5)分析方法：因子分析・分散分析(SPSS) 

(6)倫理的配慮 

 各年度毎に埼玉県立大学倫理審査委員会

の審査と承認を得た。 

 
４．研究成果 
1)英語学習全般に関する信条(平成 25 年度) 

 質問紙から得られたデータを因子分析し

たところ、英語学習に関して、第Ⅰ因子(動

機づけ)、第Ⅱ因子(スピーキング能力特別

視)、第Ⅲ因子(構造理解)、第Ⅳ因子(学習へ

の積極性)、の 4 因子が抽出された。標準因

子得点の平均値に基づく分散分析を行った

結果、第Ⅰ因子(動機づけ)において上位群と

下位群の間に上位群＞下位群の有意な関係

が示された。 

(2)リーディング信条(平成 26 年度) 

 前年度同様に因子分析を行った結果、第

Ⅰ因子（ストラテジー）、第Ⅱ因子（自己効

力感）、第Ⅲ因子（動機づけ）、第Ⅳ因子

（英文分析）の 4因子が抽出された。各因

子の標準因子得点に基づく分散分析の結果、

第Ⅱ因子（自己効力感）において上位群＞

下位群の有意な関係が見られた。また、第

Ⅳ因子（英文分析）においては上位群＜下

位群の有意な関係が示された。 
(3)スピーキングとリスニングに関する信条
(平成 27 年度) 
①スピーキングに関する信条 

 因子分析の結果、第Ⅰ因子（英会話に対す

積極性）、第Ⅱ因子（英会話に対する緊張感）、

第Ⅲ因子（英会話に関する通説）、第Ⅳ因子

（英会話力特別視）が抽出され、各因子毎に

分散分析により上位群と下位群の比較を行

ったところ、第Ⅱ因子（英会話に対する緊張

感）において上位群＜下位群の有意な関係が

示された。 

②リスニングに関する信条 

 因子分析の結果、第Ⅰ因子（動機づけ）、

第Ⅱ因子（学習ストラテジー）、第Ⅲ因子（母

語話者からのインプット重視）、第Ⅳ因子（リ

スニングに対する自信）の4因子が抽出され、

標準因子得点に基づく分散分析の結果、第Ⅳ

因子（リスニングに対する自信）において上

位群＞下位群の有意な関係が見られた。 

(4)ライティングに関する信条(平成 28年度) 

 因子分析の結果、第Ⅰ因子（ライティング

時の留意点）、第Ⅱ因子（動機づけ）、第Ⅲ因

子（英訳意識）、第Ⅳ因子（ライティング力

影響要因）、第Ⅴ因子（英語技能難易度）の 4

因子が抽出され、各因子毎に分散分析により、

上位群と下位群の比較を行ったところ、第Ⅱ

因子（動機づけ）において上位群＞下位群の

有意な関係が見られた。 

(5)総括 

 英語学習全般、リーディング、スピーキン

グ、リスニング、ライティングの全てのカテ

ゴリーにおいて「動機づけ」に関わる因子が

抽出されている。特に英語学習全般に関する

信条、ライティングに関する信条という 2つ

のカテゴリーにおいては、動機づけ因子の標

準因子得点に基づく分散分析の結果、上位群

＞下位群の有意な関係が示され、英語熟達度

上位者の方が下位者よりも動機づけが強い

ことが確認された。このことから、EFL環境

における英語学習においては学習者の動機

づけを図り、維持強化することが重要である

ことがわかる。 
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